






















































課題研究2: Hbb-LCR-Lucトランスジェニックマウスと invivo imaging systemを用いて、 K-1l706投与群-
FG・2216投与群・低酸素 03.6%0，)曝露群、 3群での s-globin発現を非侵襲的に解析した。
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(結果)


















本学位論文は、研究課題 1として、 EPO遺伝子の賦活化を誘導する新規貧血改善薬のK-1l706や FG-2216
を用いた遺伝子ドーピングに対して、鋭敏な生体内ノfイオマーカーを用いた検出方法の開発を目指したもの
である。また、課題2では、新規造血物質の投与によるドーピングに対して、高感度であり簡易的な評価系
の構築とスクリーニング方法の確立を自指したものである。スポーツ涯学の研究分野において、分子生物学
およびプロテオーム解析の手法を導入し、質の高い研究を遂行している。本研究の成果は、今後のドーピン
グ検査の発展において十分に貢献出来る基礎データとなるものと確信している。
よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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